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一
呆
学
術
会
議
だ
よ
塑

1
晦
1
2
1

平
成
元
年
八
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

◇
人
間
の
科
学
特
別
委
員
会
の
設
置

　
本
会
議
は
、
本
年
4
月
に
開
催
し
た
第
一
〇
七

回
総
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
に
す
で
に
設
置
し

て
い
た
七
特
別
委
員
会
の
ほ
か
に
、
「
人
間
の
科

学
特
別
委
員
会
」
の
追
加
設
置
を
決
定
し
た
。

（
中
略
）

　
〈
人
間
の
科
学
特
別
委
員
会
の
高
彫
理
由
〉

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
産
業
革
命
に
端
を
発
し
た
科
学

技
術
の
進
歩
は
急
速
に
そ
の
度
を
加
え
、
か
つ
て

人
類
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
程
度
に
物
質
文
明
を

開
花
さ
せ
た
が
、
一
方
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
は
、

過
玄
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
重
大
な
危
機
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
（
中
略
）
我
々
は
今
や
、
科
学
の
在

り
方
を
再
考
し
、
早
急
に
人
酔
と
科
学
技
術
と
の

不
調
和
を
克
服
す
る
視
点
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
「
人
間
と
は
何
か
」
を
問
い

直
し
、
「
人
間
存
在
の
理
法
し
と
も
い
う
べ
き
概

念
を
改
め
て
考
え
、
そ
こ
に
立
脚
し
て
、
科
学
技

術
と
自
然
と
の
調
和
を
求
め
、
人
類
進
歩
へ
の
展

望
を
模
索
す
る
と
こ
ろ
が
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
中
略
）

　
こ
の
特
別
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
に
人
間
を
学

際
的
、
総
連
的
に
把
握
し
、
人
類
の
危
機
に
対
処

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

◇
「
委
員
会
報
告
」
二
件
を
発
表
（
略
）

◇
ヒ
ト
・
ゲ
ノ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ

い
て
－
生
命
科
学
と
生
命
工
学
特
別
委
員
会
報

告
1
〔
要
旨
〕
（
略
）

◇
大
学
等
に
お
け
る
化
学
の
研
究
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
一
化
学
研
究
連
絡
委
員
会
報
告
i

〔
要
旨
〕
（
略
）

◇
平
成
二
年
度
共
同
主
催
国
際
会
議
（
略
）

◇
国
際
社
会
科
学
団
体
連
盟
（
上
磯
ω
ω
○
）
第
九
回

大
会
・
総
会
の
日
本
開
催

　
国
際
社
会
科
科
学
団
体
連
盟
（
網
野
ω
ω
O
）
の
第

九
回
大
会
及
び
総
会
が
、
本
年
十
月
二
目
（
月
）
～

七
日
（
土
）
、
東
京
六
本
木
の
国
際
文
化
会
館
と
日

本
学
術
会
議
で
開
催
さ
れ
る
。
（
下
略
）

◇
臼
本
学
術
会
議
主
催
公
開
講
演
会
開
催
の
お
知

ら
せ王H

（
中
略
）

公
開
講
演
会
「
人
間
は
地
球
と
と
も
に
生

き
ら
れ
る
か
」

　
（
略
）

公
開
講
演
会
「
〃
人
権
の
歩
み
”
か
ら
何

を
学
ぶ
か
ー
フ
ラ
ソ
ス
人
権
宣
言
一
〇

　
　
　
○
年
を
記
念
し
て
一
L

　
　
　
（
略
）

　
な
お
、
本
会
議
で
は
、
本
年
度
に
は
、
上
記
の

他
に
、
「
日
本
の
学
術
動
向
」
に
関
す
る
公
開
講

演
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
開
催
日
、
会

場
、
講
演
者
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次

第
、
新
聞
広
告
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

◇
矯
学
双
書
の
刊
行
案
内
　
　
（
略
）

　
会
告
（
補
遣
）

　
『
史
林
』
第
七
二
巻
四
号
の
会
館
に
次
の

役
員
交
替
が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
補

足
し
ま
す
。

　
理
事
に
前
川
和
也
氏

選
任
。

（
評
議
員
よ
り
）
を

　
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

　
成
果
公
開
促
進
費
）
の
受
領
に
つ
い
て

　
平
成
元
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
一
部
と

し
て
、
文
部
省
学
術
國
際
局
か
ら
平
成
元
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公
開
促

進
費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
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受
贈
図
書

　
　
（
一
九
八
八
年
三
月
十
一
日
～
一
九
八
九
年

　
　
　
八
月
一
日
）

智
ミ
蓉
執
ミ
ミ
旧
物
ミ
ミ
良
相
§
“
い
。
9
馬
量
ミ

　
O
鳶
ミ
切
蕊
馬
ミ
壽
§
蕊
N
罵
N
§
ミ
．

衣
笠
茂
編
　
歴
史
と
伝
承
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

朴
到
聾
舜
・
登
屯
朴
　
二
三
三
岳
回
忌
三
二
別
（
朝

　
鮮
社
会
科
学
院
図
書
館
）

中
屋
健
～
著
　
新
米
国
史
（
誠
文
堂
新
光
社
）

千
々
和
旧
著
　
板
碑
と
そ
の
時
代
（
平
凡
社
）

桃
裕
行
著
作
集
3
　
武
黙
念
訓
の
研
究
（
思
起
爆

　
出
版
）

久
米
邦
武
歴
史
著
作
集
　
第
一
巻
　
聖
徳
太
子
の

　
研
究
（
告
川
弘
文
館
）

古
墳
を
科
学
す
る
　
飛
鳥
資
料
館
図
録
第
一
九
冊

近
藤
治
著
　
↓
富
富
§
§
O
ミ
§
い
（
ω
騨
㎝
Φ

　
℃
偉
ぴ
一
一
。
p
賦
8
の
）

谷
口
義
介
著
　
中
国
古
代
社
会
史
研
究
（
熊
本
商

　
科
大
学
出
版
委
員
会
　
朋
友
書
店
）

無
音
能
平
著
　
比
較
史
の
観
点
に
よ
る
史
学
の
総

　
合
的
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
史
学
研
究
）

笠
谷
和
比
古
著
　
主
君
「
押
込
」
の
構
造
（
平
凡

　
社
）

平
松
義
郎
著
　
江
戸
の
罪
と
罰
（
平
凡
社
）

日
本
の
学
術
研
究
動
向
（
日
本
学
術
会
議
第
三
百

　
置
委
員
会
）

宮
本
延
人
著
　
寺
廟
整
理
問
題
（
天
理
教
道
友
社
）

中
村
孝
志
編
　
日
本
の
南
方
関
与
と
台
湾
（
天
理

　
教
道
友
社
）

函
館
海
産
商
同
業
協
同
組
舎
寄
託
資
料
目
録
（
函

　
館
大
学
図
書
館
）

左
書
導
燈
港
摺
歪
面
　
舎
叫
司
を
（
朝
鮮
社
会
科

　
学
院
図
書
館
）

仲
村
研
著
　
中
世
地
域
史
の
研
究
（
高
科
書
店
）

東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
家
と
民
族
意
識

　
（
大
阪
大
学
言
語
文
化
部
ロ
シ
ア
語
資
料
室
）

古
田
武
彦
著
　
古
代
は
沈
黙
せ
ず
（
叢
々
堂
）

百
済
研
究
　
　
（
思
量
大
学
校
菅
済
研
究
所
）

有
賀
貞
著
　
ア
メ
リ
カ
革
命
（
東
京
大
学
出
版
会
）

佐
々
木
隆
爾
著
　
世
界
史
の
中
の
ア
ジ
ア
と
日
本

　
（
御
茶
の
水
書
房
）

国
文
学
研
究
資
料
館
編
　
史
料
の
整
理
と
管
理

　
　
（
岩
波
書
店
）

司
州
暑
早
指
導
書
（
奈
良
県
同
和
教
育
研
究
会
）

木
下
良
著
　
国
府
（
教
育
社
歴
史
新
書
）

A
・
ブ
リ
ッ
グ
ス
著
村
岡
・
河
村
訳
　
ヴ
ィ
ク

　
ト
リ
ァ
朝
の
人
び
と
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

川
越
修
著
　
ベ
ル
リ
ン
王
都
の
近
代
（
ミ
ネ
ル
ヴ

　
ァ
書
房
）

江
口
圭
一
著
　
日
中
ア
ヘ
ン
戦
争
（
岩
波
新
書
）

山
口
和
利
著
隠
さ
れ
た
天
神
国
（
三
三
出
版
）

ロ
ベ
ー
ル
・
マ
ン
ド
ル
！
著
　
二
宮
・
長
谷
川
訳

　
畏
衆
本
の
世
界
（
入
文
書
院
）

ジ
ョ
ン
・
ケ
ニ
ヨ
ソ
著
今
井
・
大
久
保
訳
　
近
代

　
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
た
ち
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

由
留
之
進
著
・
卑
弥
呼
か
ら
崇
神
天
皇
へ
λ
由
学

　
習
塾
ど

佐
藤
進
一
著
　
花
押
を
読
む
（
平
凡
社
）

富
沢
霊
岸
著
　
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
書
房
）

花
ケ
前
盛
明
徹
　
上
杉
謙
信
と
奇
巌
山
城
（
新
人

　
物
往
来
社
）

同
　
中
世
越
後
の
歴
史
（
新
人
物
詣
来
社
）

朱
鴻
著
　
明
成
祖
與
永
楽
政
治
（
国
立
台
湾
師
範

　
大
学
歴
史
研
究
所
）

黄
中
興
著
　
揚
度
官
民
初
政
治
（
同
右
）

禅
文
化
の
世
界
（
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
語
歴

　
史
民
俗
資
料
館
）

ド
ロ
シ
イ
・
ト
ム
ソ
ン
薯
一
古
賀
・
岡
本
訳
チ

　
ャ
ー
テ
罵
ス
ト
ー
産
業
革
命
期
の
民
衆
政
治

　
運
動
（
日
本
評
論
社
）

坂
田
隆
著
卑
弥
呼
と
倭
黒
馬
（
同
右
）

中
山
章
著
　
イ
ギ
リ
ス
蛍
働
貴
族
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
書
房
）
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セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ソ
・
ハ
フ
ナ
ー
著
山
田
訳
　
ド

　
イ
ツ
帝
国
の
興
亡
（
平
凡
社
）

渡
辺
真
治
著
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
黒
人
自
治
体
の

　
建
設
（
近
藤
出
版
社
）

岩
井
経
男
著
　
ロ
ー
マ
都
市
制
度
史
研
究
（
水
星

　
舎
）

角
田
忠
行
翁
小
伝
（
熱
田
神
宮
官
庁
）

桑
山
浩
然
他
著
室
町
幕
府
関
係
引
付
史
料
の
研

　
究
（
東
大
史
料
編
纂
所
）

家
族
（
法
）
文
献
鼠
録
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研

　
究
所
）

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
経
営
と
労
働
（
要
図
）

地
方
中
核
都
市
の
住
宅
・
住
環
境
調
査
（
同
説
）

堀
井
敏
夫
他
著
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
財
政

　
と
国
家
脇
手
（
大
阪
大
学
）

石
炭
研
究
資
料
叢
書
一
〇
号
（
九
州
大
学
石
炭
研

　
究
資
料
セ
ン
タ
ー
）

熱
田
神
宮
文
書
　
千
秋
家
文
書
中
巻
（
熱
田
神
宮

　
宮
庁
）

安
良
城
盛
昭
著
　
天
皇
・
天
皇
制
・
百
姓
・
沖
縄

　
（
吉
川
弘
文
館
）

八
千
代
町
史
（
一
）
考
古
（
茨
城
県
結
城
市
、
結

　
城
郡
八
千
代
町
教
育
委
員
会
）

同
右
（
二
）
文
献
（
同
塵
）

松
原
広
志
著
　
ロ
シ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
ッ
イ
ヤ

　
史
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

江
口
圭
一
・
芝
原
拓
自
編
　
日
中
戦
争
従
軍
日
記

　
（
法
律
文
化
社
）

武
久
義
彦
他
著
　
空
中
写
真
に
よ
る
歴
史
的
景
観

　
の
分
析
手
法
の
体
系
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

　
（
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
）

河
上
倫
逸
著
法
の
文
化
社
会
史
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
書
房
）

山
崎
隆
三
著
近
代
臼
本
経
済
史
の
基
本
問
題

　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
二
房
）

有
坂
隆
道
編
　
日
本
洋
学
史
の
研
究
（
創
　
兀
社
）

セ
バ
ス
チ
ア
ソ
・
ハ
フ
ナ
ー
著
山
田
義
顕
訳

　
裏
切
ら
れ
た
ド
イ
ツ
革
命
（
平
凡
社
）

稲
垣
栄
＝
薯
醍
醐
寺
の
蜜
教
法
会
と
建
築
空
間

　
に
駕
す
る
総
合
的
研
究
（
科
研
費
研
究
成
果
報

　
告
書
）

岩
井
忠
熊
・
岡
田
精
司
編
　
天
皇
代
替
り
儀
式
の

　
歴
史
的
展
開
（
回
書
虜
）

網
野
善
彦
・
石
井
進
・
稲
塩
泰
彦
・
永
原
慶
二
編

　
講
座
日
本
荘
園
史
（
一
）
荘
園
入
門
（
吉
川
弘

　
文
館
）

由
学
究
進
著
　
ヒ
ミ
コ
か
ら
崇
神
天
皇
へ
（
由
学

　
習
塾
）

辻
村
み
よ
子
著
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
憲
法
原
理

　
（
日
本
評
論
社
）

　
　
編
集
後
記

　
内
外
共
に
動
き
の
激
し
か
っ
た
一
年
も
暮
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
新
聞
は
連
日
、
東
欧
諸
国
か

ら
の
記
事
で
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
年
前
に
「
来

年
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
崩
れ
る
」
と
予
言
し
た
人

が
い
た
と
し
た
ら
狂
人
扱
い
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
一
旦
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
私
た
ち
は

過
去
に
遡
っ
て
そ
の
出
来
事
の
筋
道
立
っ
た
説
明

を
始
め
ま
す
。
歴
史
の
「
説
明
」
と
は
｝
体
何
か
、

ふ
と
考
え
込
む
今
日
こ
の
頃
で
す
。
さ
て
、
偶
然

で
し
ょ
う
が
、
本
号
も
こ
れ
ら
の
地
域
の
過
去
に

関
わ
る
も
の
三
点
を
含
め
て
、
論
説
四
、
書
評
二
、

紹
介
二
と
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
充
分
に

御
吟
味
下
さ
い
。
そ
れ
で
は
皆
様
、
よ
い
お
年
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
哲
）

・
一
歎
触
竺
℃
朋
二
藷
翻
定
璽
o
O
。
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
工
円

　
史
　
林
　
第
七
二
巻
第
六
号
（
通
巻
第
三
五
八
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
鰯
所

中区史
村雫長

ll雌1

萎霧究
社豊強二会

169 （991）



THE　SHIRIN
or　the

JOURNAL　OF　HISTOkY

Vol．　LXXII　No．　6　November　1989

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　　Articles　：

SASAKI　Hiromitsu：　Der　Deutsche　Orden　und　die
　　　Preu3en・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…t・・・・・…一・・…．・．．．・・．・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

TERAucHI　Hiroshi：　Kyoshinmai　and　Tol’o．　・・・・・・・・・・・・・・…’’’””””””’”’

　　　　　　　Rice－tax　and　the　Development　of　the　Ancient

　　　　　　　Capital　of　Kyoto

KAwAKAMI　Yo：The　Roads　and　Five　Capitals帰京
　　　of　Bohai渤海…・・………・……………・…・・…・……………・・……………

CHIBA　Yutaka：　Formation　and　Evolution　of　the

　　　Entaimon縁帯文Type　Pottery　Group…………………・…”………
　　　　　　　Regional　Characteristics　in　Western　Japan
　　　　　　　during　the　First　Half　of　Late　JOmon　Period

　　Book　Reviews：

KAwAGoE　Osamu，　Berlin　：　The　Modern　Age　of　a
　　　1～oツal　Cゴ砂　　　Early　Industriatizatioit，　the　Revolt‘tion

　　　in　1848一（KITAMURA　Masahumi）　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

UNo　Takao，　Ancient　and　Medieval　History　and
　　　Society　i7Z　the　Archaeologicalルfa　teria　ls

　　　（TAKAHASHI　Teruhiko）　・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・…．…t・．．・．・．・．．．．

　　］｝fiscellaneous　：

（1）

（37）

（76）

（102）

（147）

（154）

t

　　　　　　　　　　　Published

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（The　Society　of　Historical　Research）

　　Kyoto　University，　Kyoto，　Japan

ISSN　0386－9369


